
（４０）

カピールの言語観と生死観

橋本泰元

１．はじめに

筆者は，かつて，カピール（Kabirl398-1488AD.）の宗教詩に特徴的に
（１）

見られる逆説表現（Uzα；bﾛﾌﾞizsJ）を考察した。結論を要約すれば，彼の逆説

表現は，内容と形式のうえから，10-11世紀ころ東インドのベンガル地方

で民衆語の古ベンガル語を用いて教えを説いていた後期密教のサハジャ乗

(Sahaja-yana）の成就者(siddha）たちが著わした教説集『ドーハー・コー

シャ（DCﾉm-HBoSα)』と『チャルヤー・ギーティ（Cmeya弓gfZj)』，および思想的

にサハジャ乗と同系統であり，11世紀ごろよりカビール出現の時代にか

けて北インド全般の民衆に影響を及ぼしたシヴァ派系のナート派（Nath-

sampradaya）の教説集『ゴーラク・バーニー（ComADh-ba"f「開祖ゴーラクナ

ート語録｣）を直接の源泉としている。シヴァ派の苦行主義とサハジャ乗の

秘教的実修法を継承したナート派は，成就者たちと多くの共通する教説を

もつが，成就者たちの説く性的儀礼を排除し，心理的な諸段階を得るため

の呼吸の統御と肉体的修練（ハタ・ヨーガ）に重点を置く。そして，カビー

ルら下層の在俗宗教詩人サント（Sant｢聖行者｣）たちは，ナート派から修練

法のうえでは少ないが，既成宗教に対する異端的な姿勢や肉体の浄化と自
（８）

己統御を強調する考え方を受け継いだ。この中で特に重要な考え方Iま，「逆

転」である。二項対立に陥り易い我々の日常的世界観・価値観，それを表

示する日常言語のシステムを破催し，そこからの超脱・自由を確保する道

としての「逆転」である。

本稿では，カビールの説く「逆説」に連結する，言葉に関わる彼の教説

を，詩句の翻訳を通して見てゆきたい。
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（４１）

2．鋭利なことば

（３）

「語られざる物語」（[z”ﾒﾉｍｊｂａｚﾉｶ`）という定型句が，カビールの教説集に

ある。物語が語られざるものである，すなわち発話が発話不可能であると

聞くと，我々は第１の語彙｢語られざる」に注目しがちである。神秘的な真

実は表現不可である，すなわち，ことばは役に立たない，ということであ

る。

ところが，実際には，第２の語彙が第１の語彙と同じくらい重要なので

ある。発話が存在するのであり，ことばは有力なのである。プルシャ（puru‐
IIl

sa)が話すのである。カピールカゴ，このことについてそれ以上のことを語っ

ていないにしても，カビール自身が，多くの発話をなしたという事実によ

って，ことばは有力であることの証拠となっているのである。しかしなが

ら，カビールは，この理解以上のことを語る。物語は語られざるものであ

る，至高の境地は，唖者の口中の糖味のようなもの，それでも言語を用い

る正しい方法がある，と。いかに発話し，いかに聴聞すべきかを学ぶこと

が，カビールの教説の中に暗示されている実践法にとって，必須なものな

のである。

ｂｏｌｌｔｏａｍｏｌａｈａｉ,jokoiboIejanal

hiyetarajUtauｌｉｋｅ,ｔａｂａｍｕｋｈａｂａｈａｒａａｎａｌｌ（麺.276）

ことばは値のっけられぬもの，もし誰かが〔そのことばの意味を〕知って

話すのならば。

心の秤で〔それを〕量って，それから口に出せ。

カピールの言説の中には，舌と耳をいかに使うべきか，いかに使わざる

べきかの教訓が散在している。価値のない，欺臓に満ちた多くの講話があ

ると非難している。

baithapaQqitaparhaipuranal●

binudekhekakaratabakhanall（SCJ６．１０１．５）

パンディット（学僧）は座してプラーナ（古諏）を読む。
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（４２）

見たことのないことを講釈する。

auranakesikhalavate,mohareparigauretal（sα３１１．１）

ひとに教えを説きながら，〔彼らの〕口に砂が詰まった。

jakejibhyabandhanahilh，hridayanahirhsalhcal（sα､８３１）

舌を抑えられねば，そのひとの心は真正ではない。

manaasthiranahilhbolekaUll（戎５１．４）

心を不動にし何も語るな。

sadhubhayatokabhaya,bolenahirhvicaral

hateparalatama,jibhabandhitaravarall（麺.299）

修行者になったからとて何になる，思慮もせず話すならば。

ひとの魂を傷つけるならば，舌に剣を結びつけて。

さらにカビールは,我々に聴くことを要請する。事実,「聴け!」と熱心に

勧告する語彙ほど頻繁にパド（p、「詠歌｣）に現われる語彙は他にない。

様々な種類のことばがあり，ことばの様々な使い方がある。我々は，どれ

が真実語であり，どれが妄語であるかを識別する必要があるのである。

sabdasabdabahuantare,sarasabdamathilijai(ｓａ５）
￣

ことばとことばに多くの違い，ほんもののことばを搾り出すがよい。

真実語を判別するのは容易ではない。それには，我々が日常慣れていな

いある種の聴聞を要する。
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（４３）

bolihamaripUrabakl,hamaimlakhainahikoyal（s‘.194）

（５）

私のことばIま東のもの，私を理解するものは誰もなし。

我々は，聴聞の能力を開発すれば，発せられたことばの意味以上のこと

を理解できるようになるであろうし，発話者の性質をも知ることができる

であろう。

bolatahipahicaniye,sahucorakighatal

antaraghataklkaranl,ｎｉｋａｒｅｍｕｋｈａｋｉｂａ１ａｌｌ（麺.330）

話せばすぐに見分けがつく，修行者か盗人の手練かが・

内なる心の働きは，口の道を通って顕われる。

sifigholhkerikholari,melhrhapaithadhayal0

banitepahicaniye,sabdahidetalakhayall（sα､281）

獅子の皮に，山羊が走って入った。

話で見分けがつく，言葉が顕わにする。

たいがいの人は，カビールのことばを聴聞することから程遠い立場に置

かれており，カビールの言説に到達しようとする無益な言動を，カビール

は残念そうに批評する。

jaisegoligumajakLnlcaparlrhaharayal

taisahridayamurakhaka,sabdanahilhthaharayall（錘.177）
●

丸屋根の小石が，下に転げ落ちるように，

愚か者の心には，言葉は留まらず。

murhakaramiyamanava,nakhasikhapakharaahil

bahanaharakakare,ｊｏｂａｎａｎａｌＥｌｇｅｔａｈｉｌｌ（s`､162）
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（４４）

愚かな行いをする人間が，足の爪先から頭の天辺まで鉄の鎧を着けて

いる。

矢の射手はどうしたらよいか，矢が彼に当たらないのだから。

いかにして真実語を見極めたらよいかを知ろうとする人に，カビールは

奇妙な教えを説く。

sabadasabadasabakoikahaLvotosabadavidehal

jibhyaparaavenahim,nirakhiparakhikarilehall（麺.３５）
￣

言葉，言葉と誰もがいう，それは身体のない言葉。

舌の上にのぼるものでもない，〔それを〕調べ見極めて掴め。

kahaikabiravicarike,ghatagha1abanibujhall（ｓａ８９）

カビールはいう，熟慮して体内に発せられた言葉を理解しろ。

kahaikablrapadabujhaisoil

mukhahridayajEikeyekaiholll（sUz６．７９．４）

カビールはいう，〔私の〕詩句を理解する者は，口と心がひとつである。

ここで我々は，カビールのもつ言語観に到達する。そこでは,真実は,言

葉が事実に基づいているか，または論理的であるかどうかによって量られ

るものではなく，どのような心から言葉が発せられるのか，そして言葉が

心に何をなすかによって量られるのである。

真実語は抽象概念ではなく，象徴であり行動を促すものである。カピー

ルの発話は不二元論について語るばかりでなく，それを具現化する。この

ことは，特に「逆説表現」（Umlb互沁f）という詩のジャンルのなかに見られ
（６）

る。そして，このような発話は詩句の中に起こり得るし，一語の中|こも起

こり得る。

このような語の例としてｂｈａＺ＜Skt.ｂﾉｉｅｍｚがある。この語義のひとつ
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（４５）

は，「神秘」あるいは「最奥の秘密」すなわち個別性の妄想を破る統合的な

直観知である。しかし，もうひとつの定義は「分別｣，「差別｣，「境界」であ

る。Skt・の語根を見れば，「突き破る｣，「貫通する」である。この一見相反

する意味の奇妙な調和が指し示していることは，智慧の利剣が分断すると

同時に結合する，というカビールの言説に通じる．

ekainarijalapasaraljagamelhbhayaamnesall

gyanakharagebinusabaｊａｇａｊＵｊｈａｉｌｐａｋａｒｉｎａｋａｈｕｐａｉｌｌ

（“６．５）

ひとりの女が網を張り，世間に疑惑が生じた。

智慧の利剣がなくて世間は争い，誰も〔その女を〕捕えられず。

同じような語の例として極くSkt・極、がある。「死」と「時間」を意

味する。両者の概念は連想の鎖で｢心｣に結びつけられている。カピールは

欺かれた心が,往ったり来たり，揺れたり，闘ったりするもの，また二重性

をもつものと等しいと述べる。

pranitojibhyaqigai,chinachinabolakubolal

manakeghalebharamantaphirai,kalahilhdetahindolall（s`84）

生類は舌を滑らせ，瞬時瞬時に悪い言葉を話す。

心を誤りに陥れ歩き回り，死神が揺らしている。

妄想のつくりなす変幻自在な形の下に，ひとつの根本的な虚偽が存す

る｡それは,我々が直面したくない現実であり,否定されれば我々の生全体

を歪曲するものである｡ついには,我々の心のすべての門がそれに開かれ

る。

tmalokabhaupinjara,papapunnabhaujalal
-

sakalajiusavajabhaye,ｅｋａａｈｅｒｉｋａｌａｌｌ（sjz､１９）

三界は鳥髄となり，罪障と福徳が網となった。
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（４６）

すべての個我は餌物となった，ただひとりの猟師は死神。

kaheharanidubarLehihariyaretalal

lachaaheriekamriga,ketikataraibhalall（麺.１８）●

なぜ牝鹿はやせているのか，この緑繁る湖〔があるのに〕。

１０万の猟師と一頭の鹿，〔その鹿は〕どうして槍を避けられるか。

imanacaficalaimanacora,imanasuddhathagaharal

manamanakaratesuramunijaharhrelmanakelachadubarall

“９６）

この心は落着きなく，この心は盗人，この心は本物の詐欺師。

心を心を〔統御せよ〕といいながら，神，人，牟尼は鶏された，心には

何十万もの扉〔がある〕。

ひとりの猟師が１０万人になる，あるいは，怯えた鹿にとって，そう映る

のかも知れない。鹿は，恐怖に駆られて，あまりに速く休むことなく走っ

ているので,手近にある緑地から食物を獲得できないのである。それから，

１０万という数が心の扉の数と同じになる。猟師たちは，我々の想像なので

ある。我々の心的作用が我々を追いかけて殺しているのである。

3．生死観

カビールにおいて，死は我々の確かな道連れである。なぜなら死は我々

が絶対に直面したくないひとつの現実であり，カピールが幾度も繰り返す

主題であるからである。

kalakharasiraUpare,taijagabirEmemital

jakagharahaiｇａｉｌａｍｅｍ,ｓｏｋａｓａｓｏｖｅｎｉｃｉｎｔａｌｌ（sdlO2）

（ＴＩ

死神力K立っている頭の上に，お前，目覚めよ，敵の友よ。
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（４７）

家が路地にある者は，どうして安心して眠れようか｡

カビールは我々の視線を，茶砒の炎が骸骨を舐めまわり，蛆虫が遺体の
（８）

肉を蝕み，烏ｶﾇ燭龍を啄んでいる，という直裁的な表現をして，我々の肉
体の不可避的な崩壊に向けている。

calahukaterhoterhoterhol
●●■c●C

dasahumduaranarakabharipu1FｅｌｔＵｇａｎｄｈｉｋｏｂｅｒｏｌｌ

ｐｈＵ１ｅｎａｉｎａｈridainahirhsUjhailmatiekaunahiｌｈｊａｎｌｌｌ

ｋａｍａｋｒｏｄｈａｔｒｉｓｎａｋｅｍａｔｅｌｂｕｒｉｍｕｙｅｂｉｎｕｐａｎｉｌｌ

ｊｏｊａｒｅｔａｎａｈｏｙａｂｈａｓｍａｄｈｕｒｉｌｇａｒｅｋｒｉｍａｋｉｔakhaill
sikarasvarakagakebhojanａｌｔａｎａｋｉｙｅｈｉｂａｒａＩｌＩ（szzb､72.1-6）

歩き廻っているのか，自惚れて体を突っ張りながら。

〔肉体の〕ｌｏ箇の門は地獄に満ち，お前は臭いの筏〔のようだ〕。

潰れた眼は心を見ず，〔お前は〕知恵をひとつも知らない。

愛欲，腹悪，渇愛に酔い痴れ，水がないのに溺れ死ぬ。

遺体は焼かれれば灰は挨に〔紛れ〕，埋められれば蛆虫が蝕む。

〔さもなくば〕豚，犬，烏の餌食，遺体はそれでこそ役に立つ。

この仔細な抽写は，読者との対話の中に織り込まれており，読者を覚醒さ

せ，死との対時によって生と直面させることを目差しているのである。

なぜならば，我々は死の否定によって，皮肉にも，自己の生を否定する

ことになってしまうからである。死が我々の生に緊張を与え，私々を真筆

にする。死が否応なく我々に,生前，自分の責務を果たし，身辺を浄め困惑

を正さなければならなかったことを思い出させてくれる。我々は確かに貴

重な機会をもっている。それは，人間としての生を獲得する偉大な機会で

ある。人間の生は，伝統に従えば，８４０万の生(yoni）の中でただ－度だけ

得られるものなのである。しかしながら，我々は，この非常に貴重な宝を
浪費する。

manukhajanamanarapayake,ｃＵｋｅａｂａｋｉｇｈａｔａ
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（４８）

jayaparebhaucakramem,saheghanerilatall（麺.113）
●

人間の生を人は得て，今の好機を失えば。

生存の輪に落ちて，続けざまに蹴りを受く゜

manukhajanmaduralabhahai,bahurinadUjibaral

pakaphalajogiripara,bahurinalageJarall（”､115）

人間の生は得難い，二度と戻らず。

熟した果実が落ちれば，再び枝に付くことなし。

muyegayenahimbahure,ｂａｈｕｒｉｎａａｙａｐｈｅｒｉｌｌ（錘.320.2）

死者は再び去らず，再び戻らず。

我々は，自分の生を財産，権力，享楽を追求して費している。

kanakakaminighorapatoralsalhpatibahutarahaidinathorall

thorisarhpatigaubauralldharamarayakekhabarinapaIll

dekhitrasamukhagaukurhbhilailamritadhokegauvikhakhaill

化２１．４－６）

金，愛しい女，馬，絹布，財産は沢山あるが数日しかもたない。

少しの財で人は狂ってしまい，法王（閤魔）の知らせを聞かず。

恐怖を見て顔は歪んでしまい，甘露と驍され毒を飲む。

我々の多くは，最期の瞬間ですら目覚めない。

kahaikabiranaraajahumnajagal

jamakamugadaramarhjhasiralagEill（sα６．９９．７）

カビールは言う，人は未だ目覚めず。

－１５７－



（４９）

閻魔の梶棒が頭に落ちようとしている。

カピールは時々，ヒンドゥー教の死神ヤマの名を借用する。ふつうには彼

は極Ｊという語を使用している。この語は誰もが死の漠然とした人格とし

て理解しているが，その第一義は時間である。

カビールが時間と死を強調するのは，カピールにとって，それらが強烈

に切迫していることを説明している。そしてカビールは，このことを劇的

に表現する。劇のための劇化ではない。実に，瞬間が生死の一大事である

からである。

sumiranakarahuramakai,kalaghehaikesal

najanaumkabamarihai,ｋａｇｈａｒａｋａｐａｒａｄｅｓａｌｌに１９”た腕）

ラーム（神）を億念せよ，死神が〔お前の〕髪を掴んでいる。

お前には判らない，〔死神が〕いつ襲ってくるか，家でか他国でか。

それでは，我々は，この瞬間をどう生きたらよいのだろうか。錯乱のだだ

中で，我々は何が本質かを見極め，それを把握すればよいのだろうか。

我々は，自分自身と他者に嘘をつき続けることによってのみ，この問題に

対して困惑したままでいるのかも知れない。

karauvicarajosabadukhajailpariharijhuthakerasagalll

lalacalagejanmasirailjaramarananiyarayaｌａａｉｌｌ

（７．２３．４－５）

熟考せよ，すべての苦がなくなるように，偽りとの関係を捨て去って。

賞欲に身を任せていれば，生は潰え去る，老死が間近にやってきた。

カビールの，人を導く導師としての努力の本質は，易しく述べられよう。

すなわち，彼は，人々を真蟄にしたいのである。彼は，意識の本性,個我

と世界との関係,内面世界と外界との関係,生と死の関係を理解すること，

つまり完全な真実の理解が，完全に真筆であることによってもたらされる
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（５０）

ことを信じているのである．彼の開悟の中心には「神」が存在するかに見

える。しかし，神的な実在が存在するかどうかは，彼が行っていることに

とって決定的に重要な問題ではない。この問題に思い悩むことは，我々の

妄想のひとつなのである。これは，最高存在を何とか定義しようとしてい

た人々に対して，「否，否」と述べて回答したウパニシャッドのようであ

る｡織工カビールは，現実的な人間である。彼は徹底的に真撃であること

に完全に身を委ね,無骨ではあるが巧みな指を我々の心の中に差し込ん

で，ひっくり返し,外面の欺臓から内面の捕えどころのない妄想に至るま

で'愚痴蒙昧を暴き出す｡彼は,真撃と勇気が募ってくれば，それ自身が加

速度をもつことを心得ており，その結果に信頼を置いているのである。

salhcahilhsaIhcajocalai,ｔａｋｏｋａｈａｎａｓａｙａｌｌ（麺.３０８２）
￣

真実に真実を行ずるもの，それが何故に亡びようか。

4．「三昧」の観念

死の恐怖は，我々の妄想の根源にある。カピールは，安全を確保しよう

とする我々の強迫的な，また宿命的な努力を指摘する。彼は，しばしば,家

のイメージを，私々が自己同一性を境界づけるものと信じがちである肉体

の表象として，また同時に，我々が所有していると思っている他の全ての

ものの表象として用いている。

cetinadekhumugudhanarabaureltatekEllanadUrill

kotinajatanakaroyahatanakolantaavasthadhUrlll

balUkegharavamaibaitharahohailｃｅｔａｔａｎａｈｉｍａｙＥｍａｌｌ
（、６．７２．７－９）

気付いて見ていない，酔狂の人は，自分から死神が遠くないことを。

何千万もの試みをしてみるがよい，この肉体に，［その］最後の状態は

塵［になるのみ]・

砂の家に坐っていることに，気付かない，無知なる者は。
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（５１）

bhUlalogakahaigharameral

jogharaｖａｍｅｌｈｔＵｂｈＵｌａｄｏｌｅ ｓｏｇｒａｒａｎａｈｉｍｔｅｒａｌｌ

“６．８５．１－２）

愚かな人は言う，私の家と。

お前が誤って歩き回っているは，お前の家ではない。

mEmukhajanmacukehaaparadhil

yahｉｔａｎａｋｅｒａｂａｈｕｔａｈａｉｓａｊｈｉｌｌ（γ､７８１）

人間の生を失ってしまった，罪人よ。

この肉体には多くの持主がいるのだ。

カビールは，他の宗教詩人たちと同様に，「三昧」が，この根深い妄想の

状態を普遍的な明析性に変成させる鍵であると呈示している。そして，彼

が示す装置は「語(Skt.“…)」すなわちラーム（神）の名号である。しか

し，その名号の機械的な念調や表面的に敬虚にみえる念調は,．決して効果

的でないことは明らかである。この点を納得させようと，カビールは，ラ

ームの名号を機械的に念諭しているものは，他の偽善者や愚者と変わりが

ないと批判する。

ramahilhramapukarate,jibhyaparigorosal化３３８回ﾉＷ）

ラーム，ラームと大声で唱え，舌にたこができる。

ramakekahejagatagatipavailkhEIrhrakahaimukhamlthall

pavakakahaipEilhvajoJahailjalakahaitrikhabujhaill

bhojanakahaibhUkhajobhajailtoduniyatarijalll（sCzb､40.2-4）

ラームと唱えて世界が救われるなら，砂糖と言えば口が甘くなる。

火と言って足が燃えるなら，水と言えば喝きが消える。

食事と言って飢えがなくなるなら，世間は救われるだろう。
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（５２）

ここで肝心なことは，我々は，体験を具体的に自分自身のものにする，と

いうことである。

binadekhebinudarasaparasabinul、ａｍａｌｉｙｅｋａｈｏｉｌｌ

ｄｈａｎａｋｅｋａｈｅｄｈａｎｉｋａｊｏｈｏｖａｉｌｎｉｒａｄｈａｎａｒａｈａｉｎａｋｏｌｌｌ

（“6.40.7-8）

見ることなく拝することなく触れることなく，名号を唱えてどうなる

ものか。

富と言って豊かになれば，貧しき者は誰もいなくなる。

単なる同調が方途ではない。

nirakiboriyanahim，malayagiranahimpantil

sifigholhkeleharanahilh,ｓａｄｈｕｎａｃａｌｅｊａｍａｔｉｌｌ（錘172）

ダイヤモンドの詰まった袋はなく，マラヤ山〔の白植樹〕は列をなさず。

ライオンの群はなく，修行者はかたまって歩まず。

経験を他人から得ることはできない。

karubahiyalhbalaapani,ｃｈａｒａｂｉｒＥｍｌａｓａｌ
●

jakeaIigananadlbahai,ｓｏｋａｓａｍａｒｅｐｉｙａｓａｌｌ（”､277）

自分の腕の力を使え，他人への期待を捨てよ。

庭に川が流れている，その〔家の〕者が，渇きでどうして死のうか。

同様に，自己の経験を他者に与えることはできない。

jahubaidagharaapana,ihalhbatanapUchaikoya

jinayahabhEhraladaiya,nirabahegasoyall“310）
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（５３）

医者よ，家に帰れ，ここではお前の言うことを聞くものはおらぬ。

この荷物を積んだものが，〔荷物の〕面倒をみるだろう。

実際に，多くの人々は，カピールの教説を欲しない。カビールは,特徴的

な両義にとれる潮笑のことばをもって，教師としての自分の戯画を描いて

みせる。

kabirajatapukariyacarhicandanakidaral

batalagayenalagai,ｐｕｎｉｋａｌｅｔａｈａｍａｒａｌｌ（s‘６３）

カピールは叫び続ける，白檀の枝に登って。

〔私は〕道を示したが〔人々はその道を〕とらず，それで私が何を失うか。

人々は，カビールのことばが高くつくから欲しないのである。それを獲

得するには，蟻の足よりも狭い小道を辿って行かねばならないのだが，愚

者は牛に荷物を積んで行こうとする。

kabirakagharasikharapara,jahalhsilaharlgailal
-●

pamvanatikaipapilaka,tahamkhalakanaladaibailall（麺.３３）

カビールの家は頂上にある，そこへは滑り易い小道〔があるのみ〕･

蟻の足すら置けないところ，そこへ世間の人は牛に荷を積んで〔行く〕。

カビールは鴎されない，自分のことばの代価をきちんと取り立てる。

sabdaahaigahakanahilh,vastuhaimahafigemolal

binadamakamanahiIhave,ｐｈｉｒｅｓｏｄａｍａｄｏｌａｌｌ（“､326）

言葉はあるが買手がいない，ものが高価である〔から〕。

支払わなければ，手に入らず，それ（買手）は落ちつかず動き回る。

他の市場の讐嚥は，その商品がよく知られていないことを強調する。もつ

－１５２－



（５４）

とも人々はそれを買いたいと考えているのだが。

jahalhgahakatahalhhaurhnahim,haurhtaharhgahakanahilhl

binavivekabhatakataphire,pakarisabdaklchaIhhimll

“､289）

買手がいるところに私がおらず，私がいるところに買手がいない。

分別なく〔買手は〕迷い歩く，言葉の影を掴んで。

この言葉を見つけ出すためには，人は，牛に積んだ財産ばかりでなく，

自分の友人，親類，そして学僧もあとに残して行かねばならない。

jehimaragagayepapJitatehigalbahiral

UlhclghalIramaki,tehicarhirahakabirall（ｓａ３１）●

パンディット（学僧）が行った道，そこを群衆は行った。

ラーム（神）の〔いる〕高い峠を，カビールは登り続けた。

実際，人は死んだ時まったくの孤独になるように，ただひとりになる。

●

agesangasuhelall

phirapunihamsaａｋｅｌａｌｌ

（ｓａｈ７３５－６）

S

deharilauli｢ｌｂａｒａｎａｒｉｓａｎｇａｈａｉ
●

ｍritakath2inalaumsangakhatola●

玄関まで〔死んだ〕夫の妻は供をする，その先は〔亡者の〕友人。

火葬場までの供は担架，それから，ハンサ鳥（個我）はただひとり。

カビールは，人が彼の言葉を聴こうとするなら，その人を，何の助けも期

待も慰めもないところへと連れていこうとする。彼は期待が人を斯くもの

であることに言及する。期待とは，何かあるものを求めることであり，

我々が恐れる何もないことに対する安心を求めることである。このような

期待は捨て去らなければならない。
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（５５）

jotUcahemujhako,chalhrasakalakiasal

mujhahiaisaｈ６ｙａｒａｈｑｓａｂａｓｕｋｈａｔｅｒｅｐａｓａｌｌ（sa298）

お前が私を欲するならば，すべての期待を捨てよ。

私のようになるなら，すべての楽はお前のもとにある。

5．「刹那減」の観念

ヒンディー語の極Zが，前にもみたように，時間と死の両方の意味に用

いられることは，驚くべきことではない。我々は，時間の経過が冷酷にも

我々を，我々自身の死へともたらすことを知っているからである。我々が

恐ろしいのは，あらゆるものごとの無常である。我々が自己の立場に安住

し，財産で身を守っている正にその瞬間に，死は私々の頭の上に立ち，あ

るいは木の家の白蟻のように我々の肉体の内部を蝕んでいるのである。

kalakathikalUghuna,jatanajatanaghunakhayall
I9）

kayamadhekalabasatahai,ｍａｒａｌｎａｎａｋａｈＵｐａｙａｌｌ（sd､103）

黒色の木材に黒色の白蟻，じわじわと白蟻が蝕む。

身体の中に死神が住んでいる，急所を誰も理解せず。

我々は，どんなにその事実から逃避しようとしても，無常が死を意味する

ことを知っている。何ものも常恒ではない。私々の自己同一性も把捉不可

能なのである。

死を恐れて，我々が時間を停止させようとすると，あるいは，自己の経

験を動かなくしようとすると，我々は実際にはそれを殺すことになる。も

のごとの動きを停止することによって，我々は，それらを死に至らしめる。

三昧の状態の中で，我々の意識は刹那刹那に存在し得るのみである。我々

が三昧，換言すれば，ものごとの生き生きとした動き，動態に対する覚醒

を捨て去るとき，私々は非存在となる。すなわち死ぬのである。

このことは，我々が死すなわち不断の変化として想像し恐れていたもと

が，実際には生であるということを意味するのであろうか。逆にいえば，

－１５０－



（５６）

我々が生すなわち常恒なるものとして把捉しようとしたものは，死である

のか。否。生死は表裏一体なのである。

三昧は，無常性からの逃避として考えられるべきではない。むしろ，三

昧は無常性の容認である。絶対矛盾的な同一性によって，我々が自身を

｢語」あるいは瞑想の対象に委ねる時,換言すれば，私々が変化，時間の流

れ，我々の自我や我々が知っているすべてのものの刹那減を容認すれば，

我々は不動なるさまを見い出す。なぜならば，この三昧の中で,我々は,過

去あるいは未来を引き留めておくことはできず，そこにあるのは，現在だ

けであるからである。過去と未来がないのであれば，原因と結果がなくな

り，我々はカルマから解放されることになり，瞑想の対象も消失する。

utapatiparalaiekahunahotel

tabaｋａｈｕｋａｕｎａｂｒａｈｍａｋｏｄｈｙａｎａｌｌ（ｓｕｈ７４４）

生起と還滅，ひとつもなし。

それで，どのブラフマンを瞑想するのか言ってみよ。

瞑想の主体も消失する。

baranahukaunarupaaurekhaldosarａｋａｕｎａａｈｉｊｏｄｅｋｈａｌｌ
－

に６．１）

どんな形で相なのか描いてみよ，見たものは他に誰かいるのか。

しかし，この自己同一性の喪失は恐ろしくはない。解脱とは死の恐怖から

の解放を意味するからである。我々は，いかなる瞬間においても，我々が

自ら選択して｢語」に帰入するということを知ることができるからである。

panditasodhikahosamujhalljateEivEigamananasaill
arathadharaｍａａｕｋａｍａｍｏｃｈａｋａｈｕｌｋａｕｎａｄｉｓａｂａｓebhal

UttarakidakhinapUrabakipachimalsaragapatalakimahilh

binagopalathauranahimkatahnlhlnarakajatadamhkahai
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（５７）

anajEmekosaraganarakahai

jehidaｒａｓｅｂｈａｕｌｏｇａＪａｒａｔｕ

ｐａｐａｐｕｎｎａｋｉｓafikanahllhl

kahahilhkabirasunoｈｏｓａｎｔｏ

｜ｈａｒｉｈａｒｉｊａｎｅｋｏｎａｈｉｒｈｌｌ

ｈａｉｌｓｏdarahamarenahilhll

saraganarakanahilimjahIIhll

jahalhkapadatahａｌｈｓａｍａｉｌｌ

（szzh42）

パンディット（学僧）よ，調べて私に説いてくれ，どのように〔生の〕

往来を破壊したらよいか。

財，法，愛欲，解脱は，どの方向にあるのか，兄弟よ。

北か南か東か西か，天国か地獄の中か。

ゴーパール（クリシュナ神）のいない所がどこにもないなら，地獄はど

こに生ずるのか。

無知なる者にとって天国，地獄があり，ハリ（神）を知る者にはない。

世間の人々が恐れ戦くものは，私は怖くない。

罪障と福徳に対する疑念がなく，天国と地獄へ行くことなし。
００

カビールは言う，聴けサント(求道者)よ，お前ｶｺﾞいる所そこが入口だ。

6．おわりに

これまで筆者は，むしろ，歴史的,社会的,思想史的という様々なコンテ

キストの中におけるカピールの言説の意味を解明する方法をとつきた゜￣

箇の個人とその思想が，社会から完全に切り離されて存在するものではな

いことは,言を俟たない。むしろ，社会の土壌の中で生長した思想が，それ

自体のもつ強い生命力ゆえに歴史の表層に突出し,後世の我々の耳目を集

めている，といった方が適切であろう。

しかし，＿箇の個人の思想とその表現には，その個々の要素の連関性が

あり，総体として構造性をもっていることも当然である。拙論では，この

視点に立ち，カビール派の根本理典とされる『ビージャク』に散説されて

いるカビールの思想をいくつかの項目にまとめ，詩そのものが語るところ

に解釈を加えるという方法とった。今回は，カビールの詩の特徴的な表現,

すなわち，彼が説く真実在に対する言語の限界性の表現，その臨界の場へ

と人々を導く「死」についての観念，これら二つを主題にした。ここで明ら

－１４８－



（５８）

かにし得たことは，日常言語の及ぶ世界と，真実語によって開示され得る，

換言すれば，日常言語の限界を越えた言表不可能な真実在との関係は，生

と死の関係と同一であり，それは絶対矛盾的な自己同一の関係である，と

いう考え方が，カビールの思想の根底に流れていることである。

〔注〕

（１）拙論１９９０「１５世紀北インドの宗教詩における逆説表現」「宗教と文化―斎

藤昭俊教授還暦記念論文集』こびあん書房pP585-605．

（２）拙論１９９６「力ビールのドーハー(二行詩)－その歴史と教説」「東洋学論叢第

２１号』（東洋大学文学部紀要第49集）

（３）α々αzﾉiα＜Skt.＠”ﾉﾉZyα“'ﾉｌａの代りにABa極"fを用いる場合もある。以下，

カピールの引用句の底本はGahgaSaranSastri＆ＳｕｋｄｅｖＳｉｍｈ(eds.）１９８２
ＢＺ/〃ん(KabIrcaurapath)Varanasl:KabirvanIPrakasanKendra.（以下βガ

と略記する)。和訳の際には，主として次の文献を参照した。

Gaiiga6aranSastril989BfmﾉｾＴｆ“Ｍｂ"oねれ‘，Wiranasi：Kabirvani

Praka6anKendra（以下〔B7YM〕と略記する)。

Abhilakhdasl990B施陀”mABhnpbodh航ｆ７Ｗｂ`i’２vols.，Ilahabad：

ParakhPrakEiSakKablrSamsthan（以下〔B凪P〕と略記する)。Hess,Linda＆

ShuhdevSingh(tr.）l986mheBfiz虎Ｑ／Ktzb肱Delhi:MotilalBanalsidass．

なおＢｆの詩型は各々次のように略記する。ｍｍｚｚ"8：戒，ｓａｂ(Z｡＠：ｍ６．，

ｓα陀腕:ｓ‘

このﾛﾉｾαﾒﾉｍｈａＺ極を含む詩句は“6.2.6,19.0,36.1Ⅲ５５０，５９３

（４）dharatiulatiakasahilhbedhellpurｋｈａｎａｋｉｂａｎｉｌｌ（sα6.2.6)「大地

がひつくり返り天空を破る。これはプルシャの言葉｣。purusaはふつう「男」

の意味の外に，『リグ・ヴェーダ』以来の宇宙神の意味がある。

（５）γ､５９に「東の方でハンサ鳥は解脱（gati）を得る。〔神との〕合一が近くにあ

るのに，理解するものなし」とある。ハンサ鳥は個我の象徴である。従って，こ

の「東」は至高の境地の讐嚥表現と考えられる。

（６）注(1)を参照。

（７）〔BTML〔EEP〕ともに「マーヤー（虚妄な現象世界）に愛箸するとの」と解釈し

ている。

（８）他にszz６．７２，７９．

（９）ｋdlaには「黒色(の)」の意味もあるので，kala,ｋａｌｎとｋａｌａは語呂合わせ

でもある。ｋａｌａは英訳には翻訳されておらず，注釈番はｋａｌｉ「カリ・ユガ（末

法の劫期)」と解釈しているが，「黒色（の)」を意味するとすれば，ｋａ】ａの複合

語形とみなせる。

（10原語はｐａｄａで「至高の境地」の意味。
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